
埼玉県立大学 2021年度地域包括ケア推進セミナー

「地域の社会資源を知ろう」 （第19回） 2022/02/25
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被災地支援活動
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１．こんな活動をしてきました

・2012年4月 地域連携推進センター長を拝命し、被災地支援活動からスタート
・文部科学省（COC事業）、経済産業省（草の根支援活動）、子どもゆめ基金、埼玉県（ふる
さと支援隊）兵庫県（大学等との連携による地域創生形成支援事業）などの補助金を活用し、
石巻、兵庫県香美町、埼玉県神川町、沖縄県伊江村、ネパールカトマンズ近郊などをフィー
ルドとする。

・商店会、地域団体などとのネットワークを構築 「ふるさとの緑と野火止用水を育む会」
（HUGネット）は創設から7年目。
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地域連携活動 ※HUGネットの活動を除く

十文字の森プレーパーク
（プレプラ）



４年間にわたる「緑のバトン」運動を紹介する記事
朝日新聞 2016/7/15 夕刊

4沖縄県伊江島 西小学校での出前授業
琉球新報 2020/2/27 朝刊

栄4丁目商店会「さんま祭り」（2013～）
2020年7月から同商店会で「子育て応援フードパントリー」開催

石巻支援活動
栄4丁目商店会、HUGネット、石巻専修大学等が連携
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ネパールの小学校での支援活動（2016）

認知症支援 RUN伴（2019）
ふるさと支援隊 神川町（旧神泉村）（2018）

園田学園女子大学（兵庫県尼崎市）との連携による、兵庫
県香美町での活動（2018-2019）
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２ 自然体験活動における地域コミュニティとの関わり

※COC 文部科学省地（知）の拠点整備事業
HUGネット ふるさとの緑と野火止用水を育む会 2015年3月発足の地域ネットワーク

①2015-16 プレプラ
（十文字の森プレー
パーク）

新座子育て
ネットワーク

あさかプレー
パークの会

②2015-19
子ども自然体験

HUGネット

③2018-19
炭火でおいしい
クリスマス

④2021
森のプレーパーク

雑木の会

和光子育て
ネットワーク

あさかプレー
パークの会

柏の葉
自然保育の会

和光子育て
ネットワークHUGネット

地域における
「みんなの居場所」
の原点

居場所がほしい！
「大人」がつくる
地域の居場所

「みんなの居場所」
がどのように作れ
るか実験してみる

「みんなの居場所」の原
点の再現を試みるが
コロナで挫折
でも・・・
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「みんなの居場所」の原点となった「2016年度のプレーパーク」

出典：『新座市をキャンパスに！＋（プラス）となる人づくり、街づくり 平成28年度実績報告書』

①2015-16 プレプラ
（十文字の森プレー
パーク）

・参加者が勝手に
参画
・3日間で「みんな
の居場所」が次
第にできてきた
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「みんなの居場所」の原点となった「2016年度のプレーパーク」

のびのびと自由に
遊ぶ子ども

専門を生かしなが
ら学び楽しむ学生

得意なことを披露
して楽しむ大人

①2015-16 プレプラ
（十文字の森プレー
パーク）

・参加者が勝手に
参画
・3日間で「みんな
の居場所」が次
第にできてきた



HUGネット・子どもの自然体験プロジェクトチームの活動
居場所がほしい！「大人」がつくる地域の居場所
→すごい作りこみです！
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年 月 活動テーマ 内容

2015 12 イベント参加
「野火止用水ゆるキャラフェスティバル」におけるミニクリスマスツリーづく
りと魚の展示

7 子ども自然体験学習 竹ざいくと森のぼうけん

12 子ども自然体験学習 ミニ正月かざりと落ち葉さがし

8 黒目川体験学習 川ガキの黒目川探検

11 子ども自然体験学習 雑木林で炭焼き体験

8 黒目川体験学習 川ガキの黒目川探検

11 子ども自然体験学習 木の名札と竹パンづくり

8 黒目川体験学習 川ガキの黒目川探検

11 子ども自然体験学習 木の名札づくりと飯盒ご飯カレー

2016

2017

2018

2019

②2015-19
子ども自然体験
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新座市生涯学習スポーツ課
新座市関係５課
顧問 4名
R2年より「新座稲門会」が入会

十文字学園女子大学

自然環境保全

研修

子ども自然体験

ホタル再生

【ふるさとの緑と野火止用水を育む会（HUGネット）】

※令和2年度彩の国埼玉環境大賞優秀賞受賞
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プレーパークと自然体験「炭火でおいしいクリスマス」③2018-19
炭火でおいしい
クリスマス 「みんなの居場所」がどのように作れるか実験してみる

・プログラムされた活動＋自由遊び（冒険遊び場）
・オカリナサークル、手芸の先生などが得意なことでボランティア
・自然な流れで子どもたちがボランティアの活動に参加
・学生の専門性が活動に生かされる（食物栄養、幼児教育など）
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④2021
森のプレーパーク

森のプレーパーク
「みんなの居場所」の原点の再現を試みるがコロナで挫折。 でも・・・

・新たなコミュニティづくり
の可能性
・参加者と主催者の枠を
とりはずす試み
・フードパントリー参加者
からのボランティア
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④2021
森のプレーパーク

森のプレーパーク
「みんなの居場所」の原点の再現を試みるがコロナで挫折。 でも・・・

のびのびと自由に
遊ぶ子ども

専門を生かしなが
ら学び楽しむ学生

（得意なことを披露
して楽しむ大人）

複数の専門家の
連携

参加者による

参画

・新たなコミュニティづくり
の可能性
・参加者と主催者の枠を
とりはずす試み
・フードパントリー参加者
からのボランティア
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３ 埼玉未来大学「こどもの居場所づくり講座」の受講者は

どんな居場所をつくりたいのか？

※埼玉未来大学「こどもの居場所づくり講座」公益財団法人「いきいき埼玉」による50歳以上のための生涯学
習講座。「地域創造学科」の選択講座として2020年度から開講。入門コース、ステップアップコースがある
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３ 埼玉未来大学「こどもの居場所づくり講座」の受講者は

どんな居場所をつくりたいのか？

※埼玉未来大学「こどもの居場所づくり講座」公益財団法人「いきいき埼玉」による50歳以上のための生涯学
習講座。「地域創造学科」の選択講座として2020年度から開講。入門コース、ステップアップコースがある

自分にとって

• 交流ができる

• 楽しく、居心地
が良い

• 得意な領域で
貢献できる

• 生きがいにな
る

• ワクワクする

• 充実感がある

子どもにとって

• 安心・安全

• 信頼できる大
人と出会える

• 夢を持てる

• 可能性を伸ば
せる

地域にとって

• 多世代が集い
助け合える

• 障がいのある
人も来られる

• 情報交換でき
る

• 地域の活性化
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共助＝ボーダーレス

４ まとめ

・参加者が支える
・支援を受ける側がボランティアに
・運営側もともに参加して楽しむ
・学生の運営と学び

必要なものは？

・ボランティアを受け入れる仕組みとルールづくり
・組織同士をつなげるネットワークの枠組み

そして一番大切なのは 継続と発展



17

ご清聴ありがとうございました。
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